授業における人材開発過程の質的研究 (３) : 人材開発論の受講生のTEA図とレポートを中心として by 加藤 雄士 & Yuji Kato












































プレ動画 ～2020年 6 月12日
シラバス，授業，テキスト，過去の授業，TEA図の解説など（１５～３０分の動画を
７本配信）
第 1回 2020年 6 月13日 フラクタル心理学の理論に関する解説など





補講動画 2020年 6 月22日 参考図書（『原因と結果の法則』，『鏡の法則』，『ホオノポノ』）の紹介








第 4回 2019年 7 月 4 日 作成した TEA図の発表（大学院入学前から現在に至るまで）









補講動画 2020年 7 月12日
去年の人材開発論の受講生の TEA図（開発が進んだ受講生と進まなかった受講生
の対比）の解説





補講動画 2020年 7 月24日 胎児の誘導瞑想




補講動画 2020年 7 月26，27日 受講生の TEA図へのコメント，入力系・反応系の人材開発手法など（４本の動画配信）











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図表３ 受講生 Bの TEA図
第Ⅰ期 反発期 第Ⅱ期 葛藤期 第Ⅲ期 感受期 第Ⅳ期 没入期 第Ⅴ期 飛躍期
人生＝自己実現 人生＝私にしかないもの





変わらなければならない 変われ ! ! ! ! ! 変われ ! ! 楽しい ! ! !
公認会計士試験＝やればいける！ 公認会計士試験＝この勢いで楽しんで勉強すればいける ! !公認会計士試験＝私なら合格できる 公認会計士試験＝合格しなければならない 公認会計士試験＝このままでは無理
OPP1BFP1
BFP2 OPP2 BFP3 BFP4 OPP3 BFP5 EFP
P-EFP







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図表４ 受講生 Cの TEA図









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図表６ 受講生 Eの TEA図



















































































①人材開発論を受講する ②変化することを受け入れる ③両親に謝罪と感謝を伝える ④誘導瞑想を繰り返し実践し，正しく自分を理解
する
Ｂ
①アンケートを３回分まとめて提出する ②誘導瞑想に真剣に取り組む ③誘導瞑想を毎日繰り返し実践する ④親と講義の内容を話して
共有する ⑤四六時中，修正に取り組む ⑥録音した修正文を聴く
Ｃ
①人材開発論の受講を決める ②まずは考え方を受け入れてみる ③記憶をポジティブに変えようと取り組む ④自分に命令して怒鳴る，
誘導瞑想を実践する ⑤修正文を毎日繰り返し唱える ⑥不動明王の真似をしてチャイルドに怒鳴る
Ｄ ①人材開発論を受講する ②アンケートの回答をやり直す ③一色先生に同じことを言わせたくないと思う
Ｅ














































































Ｂ 劣等感に自分で気づかず 劣等感は自分で作っている 劣等感の文字すらない
Ｃ 行動を変え、成長したい 自分の甘えをなくしたい 言い訳をせずに，真剣に取り組みたい
Ｄ 会計士になるかの悩み 他人依存の自分に気づく 独り立ちしたい ! !
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